
 

 

ニュースリリース 

 

令和８年４月９日 

株式会社日本政策金融公庫 

                             株式会社仙台銀行        
 

 

 

 

日本政策金融公庫仙台支店国民生活事業（略称：日本公庫）、仙台銀行宮城町支店
（略称：仙台銀行）は、新規に保護猫の支援事業を立ち上げる藤井咲子氏（屋号：
保護猫ラウンジ「ちぐら堂」）に創業資金の協調支援を実施しました。 

藤井氏は、獣医師である傍ら、長年保護猫ボランティアに携わってきました。地
域内に引き取り手のいない保護猫が数多く存在する一方、里親希望者が保護猫にア
クセスできる機会が不足していることを課題として感じていました。そこで、藤井
氏が保護猫コンシェルジュとして猫と新たな飼い主の出会いの場を提供するため、
創業を決意しました。 

日本公庫は、新規事業立ち上げにかかる金融支援やプロモーション、仙台銀行は
金融支援に加えて経営面の助言で当社の取組みを後押しし、このたび事業化の実現
に至りました。 

ちぐら堂では「毎日が譲渡会」という新たな保護猫カフェをコンセプトに、獣医
師である藤井氏がペットの飼育に関する正しい知識の提供や、悩みの相談などに対
応します。また、里親への正式譲渡までにトライアル期間を設けることで、猫との
相性やペット飼育に関するイメージと実際とのギャップを穴埋めし、猫と飼い主の
双方が豊かな生活を送れるサポートを行っていきます。 

「地域から引き取り手のいない保護猫を無くし、人と動物の双方が住みやすい社
会の実現」に向けて、猫と家族の新たなつながり方を届けていきます。 

日本公庫では国の政策に基づく政府系金融機関として、仙台銀行は地域の発展に
貢献する機関として、ソーシャルビジネスに取り組む地域の中小企業・小規模事業
者の安心と挑戦を支えながら、積極的に支援をしてまいります。 

＜事業者情報＞ 

屋 号 保護猫ラウンジ ちぐら堂 代表者 藤井 咲子（ふじい さきこ） 

営業所 仙台市青葉区上杉 6丁目 2-84 業 種 地域猫保護施設、カフェ 

店舗・商品に関するお問い合わせ（代表：藤井 TEL：070-5625-2210） 

■ 保護猫ラウンジ ちぐら堂 https://chiguradou.com/ 

 

動物医療×猫カフェで地域猫の保護を推進！ 

～ 外猫問題の解決拠点に仙台銀行と公庫が協調支援 ～ 

＜お問い合わせ先＞ 

 日本政策金融公庫 仙台支店 国民生活第一事業 

住所 〒980-8452 仙台市青葉区中央１－６－３５東京建物仙台ビル９Ｆ 

TEL  022-222-5097 （担当：櫻田、江連） 

https://chiguradou.com/


保護猫ラウンジ ちぐら堂

～ 医療×猫カフェで実現する持続可能な保護活動（TＮＴＡ） ～

◇ 地域猫の保護活動に長年携わってきた獣医師の藤井咲子氏が、保護猫を新たな飼い主へとつなげるために「毎日が譲渡会」を

コンセプトとした保護猫ラウンジ「ちぐら堂」を令和８年４月にオープンします。

◇ 外猫問題は、騒音や糞尿などによる住環境悪化、過剰繁殖や病気の蔓延につながるため全国的に深刻な問題となっています。

ボランティアが中心となり地域猫の保護に取り組んでいますが、保護や譲渡にかかる費用やマンパワーの負担が課題でした。

◇ ちぐら堂は動物医療とカフェの特長を活かしたサービスを提供し、その収益を猫の捕獲や不妊去勢手術、人慣れ、譲渡といっ

た一連の保護活動（ＴＮＴＡ）に還元することで持続可能な取り組みとしていきます。

外猫問題

【 外猫を取り巻く環境 】

地域猫の保護活動「ＴＮＴＡ」 ちぐら堂の役割・サービス

Ｔｒａｐ（捕獲）

Ｎｅｕｔｅｒ（手術）

Ｔａｍｅ（人慣れ）

Ａｄｏｐｔ（譲渡）

・ボランティアが中心となり、飼育
放棄等による外猫を安全に保護。

・過剰繁殖や病気を予防するため、
獣医師が不妊・去勢手術等を実施。

・人慣れしていない猫をシェルター
等で一定期間保護し、譲渡可能な
家庭猫として飼育。

・譲渡会等の開催により、新たな里
親のもとに引き渡す。

・過酷な屋外環境で生活するため、
栄養不足や交通事故、虐待などの
様々なリスクにさらされている。
・不妊・去勢手術やワクチン接種の
未実施により、過剰繁殖や感染症
の蔓延に繋がる。

【住環境等への影響】

・住宅地等における騒音や糞尿被害、
家庭ごみの散乱などが地域におけ
る深刻なトラブルとなっている。
・野生動物を捕食し、生態系を乱す
要因の一つとなる。

保護猫の受け皿機能

獣医師による高度な医療管理

安心の譲渡スキーム

カフェ運営（人慣れ促進、収益還元）

参考資料

・従来、ボランティアが保護していた猫などを受
け入れることで負担を軽減。殺処分数の抑制も。

・協力病院と連携した不妊・去勢手術などに加え、
術後の適切な健康管理のもとで猫を保護。

・カフェにおける顧客との触れ合いを通じて、人
慣れを促進。獣医師による飼育相談にも対応。
・カフェ収入をもとに持続可能な保護活動へ。

・「毎日が譲渡会」をコンセプトとしたカフェ
を通じて里親希望者とのマッチング機会を創出。
・譲渡までにトライアル期間を設け、猫と里親
希望者との相性確認や不安の解消をサポート。
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